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■議会改革を一歩ずつ！
■第１回臨時会　第１回定例会
　議員のひと言コーナー

……………………２～３Ｐ

…………………４～７Ｐ

■町政を問う！～第１回定例会一般質問～
■議会トピックス／編集後記

……８～ 11Ｐ

………………………12Ｐ

議会だよりはホームページからでもご覧になれます。

この備長炭が
受け継がれるよう
頑張ります。

週に2回
ゲートボールの
練習しています。 情報収集にも

役立っているんですよ。

西郷シルバー人材の代表です。
まだまだ若いもんには負けん！
仕事の連絡はお早めに。

大山辰徳さん・夢結さん・侑里さん・愛翔さん
（南郷地区）

葛城益子さん
（西郷地区）

大和久武さん・光さん・恵里子さん
（北郷地区）

田村直道さん
（西郷地区）

嶋京子さん・山本カネ子さん・藤本民子さん・春田種子さん
（北郷地区）

鎌野高明さん・田口　子さん・中嶋清子さん・藤本久次さん
（南郷地区）

炭焼きをして15年。

5月の百済の里春祭りではイベントが
盛りだくさんです。ぜひお越し下さい。

地域の特産を使った
お菓子屋で代表をし
ています。地産のきん
かんや栗で町おこし
をしたいですね。

鬼神野を中心に
コメ作りの未来を
担います。
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　議会改革の一環として、過去の一般質問について追跡調査を行いました。
　当時の一般質問に対してなされた執行部の答弁が実行されているのか、検討はなされているのかなど議会の
監視機能として調査を行いました。
　今回は、議席順から５名の議員の追跡調査を掲載します。

議会改革を一歩ずつ！
一般質問のその後はどうなっているの？（前編）

防災訓練、災害時対応の備蓄等
については十分に女性の考え
を取り入れなければならない。
町防災会議に女性を委員とし
て登用すべきと思うが。

(質問年月日）
平成30年６月11日議会

【当時の答弁内容】
美郷町男女共同参画条例に従い、女性を
確保していきたい。

【現在】
防災会議を開催する時点で、女性の参画
により女性の視点での意見を積極的に求
めたい。参画時期については、現行の防災
計画の見直し（改訂）を平成31年度に予
定している。

山本 文男 議員
（１番）

林田 みさ子さん
（北郷地区）

町は？

チェック!!

こういう会議にこそ女性の
委員が必要だと思います！

国道388号線早期改良事業化
取り組みについて伺う。

(質問年月日）
平成30年６月11日議会

【当時の答弁内容】
県は今年度（平成30年度）、宮崎県公
共事業評価委員会への諮問をしたい
意向。その前の事前評価のための調
査費が今年度予算化された。一日も
早い公共事業評価委員会のゴーサイ
ンが出るよう努力していきたい。
ルートはどこを通っても、庭谷まで
二車線になるよう要望していく。

【現在】
宮崎県公共事業評価委員会（平成30
年12月25日開催）において事前評価
が行われ松瀬工区として新規に事業
着手することが了承された。

中嶋 奈良雄 議員
（２番）

橋本 幹則さん
（北郷地区）

町は？

チェック!!

北郷地域住民、特に黒木地区住民の夢で
ありました庭谷～黒木間への国道改良が
始まることに喜びを感じています。28年
間この道を通勤していますので、ようや
くの思いですが、より多くの単年度予算
確保で早期完成できますように美郷町議
員全員のご支援を強くお願いします。

美郷町議会だより
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幼稚園の入園資格において、南郷は満５歳児、西郷（田代）は、満３歳から満５歳児、
北郷は満４歳から満５歳児ということで、合併以来、教育システムの統一が叫ばれ
てきたものの、統一されないまま現在に至っている。教育の平等に向けて改善すべ
きであると思う。その対策について伺う。　(質問年月日）平成30年９月５日議会

【当時の答弁内容】
（町長）調整会議で一番どれがいいのかしっかりと見
極めた上で、平成30年度内に方向性を出したい。
（教育長）調整会議で３・４・５歳児幼稚園入園年齢に
ついて話し合い、幼児教育の意義と幼児保育の重要性
を考慮し、協議を行う。来年（平成31年）10月から、幼
児教育と保育無償化が始まる予定である。それがどう
影響するか、また将来の子どもの数を注視しながら協
議を進めたい。

【現在】
保育所・幼稚園調整会議を開催して、平成30年12月
に結論を得た。２年間の準備期間を設けて、平成33年
新学期には、美郷町内の幼稚園全てを、「年中組」「年長
組」の２クラス方式に統一する予定。

山田 恭一郎 議員
（３番）

柄  武彦さん
（北郷地区）

森田 正春さん
（西郷地区）

町は？
チェック!!

勉強だけではなく地元
のお年寄りから昔の暮
らしぶりを聞いたり、一
緒に野山を散策して昔
の遊びを教えてもらっ
たり、都会では決して味
わうことの出来ないこ
の北郷のロケーション
を最大限に活かした教
育内容がもう少しあれ
ばいいのになあと思い
ます。

現状の農業経営も高齢化は進む。
真夏（７月～８月）猛暑の中での、
共同防除は高齢者にとって大変な
作業でもあり、今後は美郷町どこ
の地域でも将来的には深刻な問題
となると思う。高齢者が多い集落
の農業経営にとって、空中散布（ド
ローン等）による防除体制整備事
業計画が将来的には必要だと思い
ます。

【当時の答弁内容】
レイクランドの今後の運営をどうしていくの
かと言う原点に戻って考えていくべきだと
思っている。公園、遊具も総合的に考えたい。

【現在】
企画情報課長他職員２名が国へ事業化につ
いて、石峠レイクランド遊具改修に向けた
取り組みを相談したが、施設改修のみでは
劇的な経営改善は図りにくい。今後も補助
事業等を注視しながら関係機関との連携を
計っていきたい。

川村 義幸 議員
（４番）

匿　名（西郷地区）

町は？
チェック!!

「施設の充実も大切ですが、経営者は、しっ
かりとした経営理念を持ち、従業員は、愛社
の心と、今以上に責任と自覚を持ちながら
業務に当たればおのずと集客力がアップす
ると思います。補助金もですが、自助努力を
期待しています。」

レイクランド下の芝生広
場の遊具の修繕をして子
供の遊び場を増やしてそ
れに付随した温泉利用者
を増やせるのではない
か。（質問年月日）平成30
年３月９日議会

【当時の答弁内容】
農作業受託組織や集落営農組織など、ドローンによる
共同防除体制整備を行い、導入を行う場合は、農作業
受託組織支援事業等により機械購入など支援を検討
したい。

【現在】
集落協定役員、集落営農組合、認定農業者等を対象に平
成30年10月23日、西郷グラウンドにてドローン研修
を開催した。ドローンの導入には補助を考えている。

川村 嘉彦 議員
（５番）

町は？
チェック!!

高齢化が進み水稲の防除が十分
できなく、米の品質が低下してい
る。今後もますます高齢化は進む
と考えられるので、ドローンによ
る共同防除はできないか。（質問
年月日）平成30年９月５日議会

美郷町議会だより
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　平成 31 年第１回臨時会が、１月 21 日に開催されました。
　林道宇目・須木線と２級町道黒木・小黒木線の工事請負契約の締結に関する議案が全員賛成で可決され
ました。
　また、美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例も上程され、南郷歯科医師住宅を町営賃貸住宅に
移管する条例改正が全員賛成で可決されました。

　平成 31 年第 1 回定例会が、３月４日から 15 日までの 12 日間、開催されました。
　人権擁護委員の諮問案件のほか、組織再編に関する議案や平成 31 年度の当初予算、各補正予算等が
上程されました。

◎組織再編について 
　「美郷町役場課設置条例の一部を改正する条例」全員一致で可決
　point!　政策推進室を設置
　美郷町の山積している行政課題に即応した施策を総合的かつ機動
的に展開するため、「政策推進室」を設置する条例改正を可決しまし
た。これにより、移住定住対策、６次産業化の促進、ふるさと納税の
推進などの施策が積極的に展開されることが望まれます。

　point!　「南郷地域課」「北郷地域課」を設置
　支所の機能を本所に集約し、支所は新たに「南郷地域課」（南郷支所内）「北郷地域課」（北郷支所内）
として設置されます。主な業務は①支所管内の行政一般　②戸籍、住民登録などの窓口業務　③支所管
内の公共施設等の維持管理④各課所管業務の受付、本所への進達　です。
　住民へのサービス低下を招かないよう、議会としても支所の機能を注視していきます。

◎消防団の定年引き上げについて   
　「美郷町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例」
　全員一致で可決
　point!　人口減少による消防団員減少も要因
　団員減少対策の一つとして定年年齢の引き上げを行う条例案が全員一致で可決されました。
　（旧）　　　 （新）
　43 歳定年⇒ 45 歳定年
　（平成 31 年４月１日～）
　※参考　43 歳未満の消防団員（一般団員）324 名
　　　　　43 歳以上の消防団員（２班団員）136 名
　　　　　（平成 30 年 12 月現在）

◎ジビエ解体加工施設の使用料徴収について   
　「美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例」全員一致で可決
　point!　いよいよジビエ解体加工施設始動
　本年度４月より「ジビエ解体加工施設」が稼働するにあたり、使用料徴収条
例改正案が提出され、全員一致で可決されました。
　使用料は年間６万円以下です。

工事請負契約変更の議案を可決第１回臨時会

平成31年度当初予算を可決！
組織再編の議案が可決

「政策推進室」「南郷地域課（南郷支所）」「北郷地域課（北郷支所）」設置

第１回定例会

美郷町議会だより
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◎公の施設条例より若宮神楽伝承館・島戸神楽伝承館を削除  
　「美郷町公の施設条例の一部を改正する条例」賛成多数で可決

　point!　地域による管理を行っているため、地域に移管
　公の施設とは、「町民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するため設置」している施設のこ
とで、今回は地域によって管理がなされている「若宮神楽伝承館」と「島戸神楽伝承館」を地域に移管
するための条例改正であり、賛成多数で可決されました。
　表決結果は以下の通りです。

◎「美郷町債権管理条例」継続審査
　「美郷町債権管理条例」は町の債権の適正な管理を目的とした条例で、「督促」や「滞納処分」「徴収
停止」「債権放棄」等について規定した条例として上程されました。
　しかし、町の債権に関わる重要な案件であり、慎重に審議をすべきとの考えから “継続審査” とする
事になりました。
　今後の閉会中の委員会により、慎重に審査を行って参ります。

第３セクター調査特別委員会設置！
　３月定例会で、「第３セクター調査特別委員会」を設置しました。
　議長を除く全議員で構成され、第３セクターである「株式会社南郷温泉」及び「株
式会社レイクランド西郷」の経営等に関して調査を行います。経営健全化への具体
策やスケジュール等を調査していきます。

※議案一覧・議決結果はホームページからもご覧になれます。

美郷町議会だより

※甲斐秀徳議員は議長であるため表決には加わりません。　●反対
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《請願》林道昇格・整備促進への請願を全員一致で採択
　「町道 476 号「下の谷中八重線」から、大
規模林道に通ずる道路（現作業道）の林道昇
格及び整備促進を求める請願書」が平成 31
年１月 22 日に提出され、３月定例会におい
て審議されました。３月 13 日には文教産業
常任委員で現地を視察。委員会は林道として
の機能を充分に果たせることを確認し、議長
に採択すべきと報告し、本会議にて全員一致
で採択されました。
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※メモ
　FTTH化とは？
　家庭用高速データ通信を行うための光ファイバー整備です。安定した通信が可能となります。

　平成 31 年度一般会計・特別会計予算は、予算等審査特別委員会で審議の後、全員一致で可決されま
した。
　一般会計は昨年度（第１号補正）に比べ、１億８，６４７万円の増（＋２．６％）となっています。
　昨年度と比較し人件費は４，２２７万円の減、公債費は３，７６０万円の減となっており、普通建設事
業費は３億６，６８６万円の増となっています。

（一般会計当初予算における主な計上事業）　※単位は万単位で四捨五入しています。
◆消防費
　　・救急救命業務等　 １億６０６万円
◆総務費
　　・地域おこし活動費（３名予定）　 ９３０万円
　　・空家対策支援事業補助金（空家購入・リフォーム）　 ４００万円
　　・代替バス運行委託料（北郷地区バス廃止路線代替）　９１３万円
　　・ふるさと納税推進　１，２１７万円
　　・省エネルギー設備等更新工事（石峠レイクランド）　２，７６０万円
◆商工費
　　・商工会運営補助金　１，０１６万円
　　・商工会合同商品券補助金（プレミアム商品券）　８５０万円
　　・石峠レイクランド指定管理委託料　４，０４０万円
　　・南郷温泉定管理委託料　３，７９０万円
◆民生費
　　・社会福祉協議会運営関係　５，５８８万円
　　・町内保育所運営事業委託料　１億５，４００万円
　　・配食サービス事業　１，４１７万円
　　・障害福祉サービス費　１億７，０３４万円
◆衛生費
　　・廃棄物運搬処理費　８，３１５万円
　　・がん検診委託料　　１，５７５万円
◆農林水産業費
　　・中山間直接支払交付金　８，７３５万円
　　・６次産業化推進事業（※）（基本構想及び実施・行動計画策定）　３８８万円
※メモ
　�６次産業とは？
　農林業（１次産業）と製造業（２次産業）、小売業（３次産業）を組み合わせた新しい経営形態。

　　・町単森林整備事業補助金　３，２９５万円
　　・就農者対策事業補助金　３，１７５万円
　　・しいたけ等特用林産物生産体制強化事業補助金　１，３２８万円
　　・林道網整備事業（林道舗装・舗装補修）　８，５７０万円
◆土木費
　　・道路新設改良費（過疎対策）　３，７１６万円
　　・通学路対策（防災・安全）　１億１，１３５万円
　　・一般住宅建築支援事業等　３，９１１万円
◆教育費
　　・町内小中学校情報化（ICT）事業　１，６５０万円
　　・ニューホープセンター改修事業（中央公民館・図書館複合的施設）　２，８００万円

一般会計当初予算額　74億3,600万円
　西郷地区義務教育学校　プール改修等  １億6,500万円
　ケーブルテレビFTTH化（※）関連予算  ３億5,640万円

美郷町議会だより
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　“山に生まれて、山に生き　木立
に負けずすくすくと”林研グルー
プの歌の冒頭です。山多きこの地
に生まれ生きていくよろこび、み
んなで実感しながら生活できる。
美郷町がそんな町であり続けられ
るように、頑張っていきたいと思
います。雨ニモ負ケズ、風ニモ負ケ
ズ雪ニモ夏ノ暑サニモ負ケズ、花
粉症ニモ負ケズ、みんな笑顔で暮
らせる町、そういう美郷町が理想
です。

みんな笑顔で暮らせる町　美郷町
黒田仁志 議員

　荒れゆく田畑、美郷町の農業は
どうなるのだろう。人口の減少、高
齢化も心配だが、耕作放棄で荒れ
ゆく田畑も心配である。手間暇か
けて獣害対策の柵はしたが、柵の
中でも耕作放棄が目に付くこの頃
である。村の中心でも目立つよう
になった耕作放棄地、早く手を打
たなければ高齢化と共に増えるば
かりである。
　心配だ。美郷町の荒れゆく田畑、
なんとかしたい。良い案はないだ
ろうかと悩む毎日である。

増える耕作放棄地

議員のひと言コーナー

川村義幸 議員
議会とは…

森田久寛 議員

　議員活動４期目になりました。
その前は主にJAの役員や組織活動
をしていました。それまでの活動
が議員活動の礎になっているよう
な気がします。住民から議会はど
のような仕事をしているのかと質
問されます。議会は自治体が提案
した事項について、議決権がある
し、行政へのチェック機能もしな
ければならない重職ですと答えて
います。これからも町民が安心し
て生活できる町作りの為に全力を
注ぐ覚悟で頑張ります。

義務教育学校予定地等、現地調査を実施

　新年度予算に関する現地を調査しました。義務教育学校の設置が予定されている西郷中学校や南郷地
区のジビエ解体加工施設、北郷総合保健センターの改修予定箇所等を調査しました。

①義務教育学校として設置予定の西郷中学校。2021年度開校予定。
②ジビエ解体加工施設
③�台風等で雨が降り込んでくるため、新年度で雨戸設置の改修予定の北郷総合保健センター

美郷町議会だより

平成31年度 予算等審査特別委員会の審査報告
【付記事項】バス・タクシー利用券交付事業については、利用者の住居位置によって、病院や買い物
などの必要乗車距離に違いが生じている。年間 10,000 円の助成という条件だけでは、この地域格差
は解決できず、利用者への公平な事業になっていない。又、見直しを行っている町内全体の交通シ
ステムにおいても、どこに住んでいても公平に利用できる制度への検討を望む。

【口頭による付記事項】
① 魚族の保護繁殖を目的に、各漁協において、「あゆ」や「やまめ」等の放流を実施しているが、近

年のカワウによる漁業被害により、漁獲量の激減がある。早急に具体的なカワウ対策に取り組む
ことを望む。

②休止となった西郷歯科診療所については、歯科医師の確保に努め、早期の再開を望む。

① ③②
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新
築
住
宅
数
　
20
件

空
家
へ
の
入
居
数
　
８
件

（
実
績
）

単
身
者
住
宅
へ
の
移
住
者
入
居
数
０
人

新
築
住
宅
数
　
９
件

空
家
へ
の
入
居
数
　
６
件

基
本
目
標
③ 

安
心
な「
暮
ら
し
」づ
く
り

（
目
標
）

社
会
減
少
数
（
転
入
者
―
転
出
者
）

△
40
人

移
住
者
数
　
50
人

（
実
績
）

社
会
減
少
数
（
転
入
者
―
転
出
者
）

Ｈ
27
…
△
44
　 

Ｈ
28
…
△
38

Ｈ
29
…
△
26

移
住
者
数 

… 

40
人
（
Ｈ
27
～
Ｈ
29
）

基
本
目
標
④ 

安
心
な
「
結
婚
・
子
育
て
」

支
援

（
目
標
）

出
生
数  

１
４
０
人

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
の
既
婚
率
60
％

（
実
績
）

Ｈ
27
～
Ｈ
29
　
出
生
数 

75
人

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
の
既
婚
率
59
・

３
％
（
Ｈ
27
国
調
値
）

【
問
】
美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
（
注
①
）
に
つ
い
て
、
町

長
就
任
１
年
を
経
過
し
、
ま
た
、
現
戦

略
が
31
年
度
で
終
了
し
、
平
成
32
年
度

以
降
の
次
期
戦
略
の
策
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
内
容
を
見
直
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
計
画
全
体
の
検
証
を
行
い
文
言

整
理
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
注
②
）
の
変
更
を
含

め
て
必
要
な
改
定
を
実
施
し
た
い
。

 

注
①　

美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と 

 

創
生
総
合
戦
略

・ 

人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を

成
し
遂
げ
る
た
め
、
人
口
、
経
済
、

地
域
社
会
の
課
題
に
対
し
て
一
体
的

に
取
り
組
む
た
め
の
戦
略
。
美
郷
町

で
は
２
０
４
０
年
の
総
人
口
約
３
，

６
０
０
人
の
維
持
を
目
指
し
て
い
る
。

※ 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

推
計
人
口
　
３
，
１
７
３
人

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　平成31年第１回定例会の一般質問は、３月５日、６日の２日間の日程で行われ、６名の議員が一般
質問を行いました。主な質問と答弁の内容は次の通りです。
　また、平成30年第４回定例会分より本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧
できるようになりました！一般質問もすべて見ることができますので、ぜひご覧下さい。
（議会終了後、会議録の調製等に２ヶ月程度かかりますので、あらかじめご了承下さい。）

 

注
②　

Ｋ
Ｐ
Ｉ

・ 「
重
要
業
績
評
価
指
標
」
と
い
う
意
味

で
目
標
を
達
成
す
る
上
で
、
そ
の
達

成
度
合
い
を
計
測
・
監
視
す
る
た
め

の
定
量
的
な
指
標
の
こ
と
。

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
あ
る
程
度
の
施
策
展
開
が
で
き

て
い
る
と
評
価
す
る
。

【
問
】
本
町
の
方
向
性
に
つ
い
て
独
特
の

取
り
組
み
目
標
を
盛
り
込
む
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

【
町
長
】
懇
話
会
の
委
員
か
ら
出
た
意
見

を
参
考
に
行
政
の
視
点
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
目
線
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
も

の
は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

【
美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
実
績
】

※
目
標
達
成
年
度
は
平
成
31
年
度
で
実

績
は
平
成
29
年
度
の
も
の

基
本
目
標
① 

安
心
な
「
仕
事
」
づ
く
り

（
目
標
）
新
規
農
林
就
業
者
数
　
15
名

（
実
績
）
新
規
農
林
就
業
者
数
　
30
名

（
う
ち
　
農
業
１
名
　
林
業
29
名
） 

基
本
目
標
② 
安
心
な「
住
ま
い
」づ
く
り

（
目
標
）

単
身
者
住
宅
へ
の
移
住
者
入
居
数
12
人

黒田　仁志  議員

美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

美郷町議会だより
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【
問
】
新
年
度
か
ら
、
組
織
再
編
に
よ
り

新
設
さ
れ
る
（
課
・
室
）
計
画
が
あ
る
。

北
郷
・
南
郷
地
域
の
対
応
は
万
全
か
伺

う
。

【
町
長
】
説
明
会
で
説
明
し
た
通
り
、
職

員
減
・
財
政
難
等
を
考
慮
し
、
再
編
を

行
う
。
必
要
に
応
じ
検
証
を
行
い
見
直

し
す
る
。

【
問
】
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
地
域
住
民
と
協
議
を
行
い
計
画

す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
注
③
）
機
器
導
入
に
つ

い
て

【
問
】
全
国
の
自
治
体
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）（
注
④
）
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
町
も
導

入
に
よ
り
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
職
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
テ
レ
ワ
ー
ク
化
（
注

注
⑥　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

・
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
の
こ

と
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
モ

ノ
の
関
税
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
、

投
資
の
自
由
化
を
進
め
、
さ
ら
に
は
知

的
財
産
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
電
子
商
取

引
、
国
有
企
業
の
規
律
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
21
世
紀
型
の
ル
ー
ル
を
構
築
す

る
経
済
連
携
協
定
で
す
。（
内
閣
官
房
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
政
府
対
策
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

注
⑦　

Ｅ
Ｐ
Ａ

・
貿
易
の
自
由
化
に
加
え
、
投
資
、
人
の

移
動
、
知
的
財
産
の
保
護
や
競
争
政
策

に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り
、
様
々
な
分
野

で
の
協
力
の
要
素
等
を
含
む
、
幅
広
い

経
済
関
係
の
強
化
を
目
的
と
す
る
協
定

（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

介
護
施
策
に
つ
い
て

【
問
】
町
内
の
介
護
施
設
は
、
常
に
満
床

状
態
の
為
、
入
所
希
望
者
の
慢
性
的
な

待
機
状
態
が
あ
る
。
加
え
て
職
員
不
足

か
ら
、
労
働
環
境
改
善
が
急
務
で
あ
り
、

施
設
の
増
設
改
修
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
近
隣
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
空
き

施
設
用
地
等
に
新
設
出
来
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
検
討
し

た
い
。

⑤
）
で
、
よ
り
有
効
で
幅
広
い
時
間
活

用
が
出
来
る
と
考
え
る
。
導
入
で
き
る

か
伺
う
。

【
町
長
】
議
会
先
行
で
導
入
し
、
時
間
を

お
い
て
、
職
員
へ
の
配
備
は
前
向
き
に

考
え
た
い
。

注
③　

タ
ブ
レ
ッ
ト

・
本
体
と
液
晶
画
面
が
一
体
の
薄
い
板

状
に
な
っ
て
い
て
、
画
面
を
直
接
タ
ッ

チ
し
て
操
作
す
る
情
報
機
器
。

注
④　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

・
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

様
々
な
形
状
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
た
情
報
処
理
や
通
信
技
術
の
総
称
。

注
⑤　

テ
レ
ワ
ー
ク

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
、
場
所
や
時
間
に
と

ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
。
自
宅
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
で
働
く
形
態

が
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
（
注
⑥
）・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
注
⑦
）

対
策
に
つ
い
て

【
問
】
二
つ
の
大
型
の
貿
易
協
定
が
相
次

い
で
動
き
出
し
、
日
本
農
業
は
、
か
つ

て
な
い
市
場
開
放
に
直
面
す
る
事
と
な

る
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
国
策
で
あ
る
が
、
中
山
間
地
域

の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
林
業
は
材
価
の
安
定
で
好
調
を
維

持
し
て
い
る
。
雇
用
を
生
み
、
町
の
経

済
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
反

面
、
木
材
の
搬
送
に
よ
り
路
肩
の
ひ
び

割
れ
等
傷
み
も
は
げ
し
い
も
の
が
あ

る
。
台
風
と
か
の
自
然
災
害
で
な
く
、

日
々
の
経
済
活
動
で
生
じ
る
道
路
の
損

傷
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
林
道
は
産
業
と
し
て
使
用
す
る

も
の
な
の
で
、
あ
る
程
度
の
損
傷
は
や

む
を
得
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
町
道
は
生

活
道
と
し
て
支
障
が

あ
れ
ば
随
時
補
修
し

て
い
く
。
毎
年
、
道

路
の
維
持
管
理
に

２
億
円
つ
ぎ
込
ん
で

い
る
。

組
織
再
編
に
つ
い
て

富井　裕瑞  議員

山本　文男  議員

町
道
・
林
道
の
点
検
・
補

修
に
つ
い
て

痛
み
の
激
し
い
林
道

美郷町議会だより
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治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
、
ド
ク
ヘ
リ
、

防
災
ヘ
リ
の
要
請
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
防
災
ヘ
リ
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離

着
陸
の
場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
広
さ
に
つ
い
て
の
安
全
確
保
の
条

件
が
あ
り
、
ま
た
フ
ェ
ン
ス
、
立
木
、

電
線
等
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し

て
配
置
し
て
い
る
。

【
問
】
日
本
救
急
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
か

ら
の
、
要
望
、
課
題
は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
１
点
目
は
年
齢
上
昇
に
準
じ
た

委
託
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
検
討
に
つ

い
て
の
要
望
、
２
点
目
は
、
本
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
き
ら
ら
び
じ
ょ
ん
と
提

携
し
、
応
急
処
置
や
、
心
肺
蘇
生
法
、

そ
の
他
疾
病
予
防
に
関
す
る
番
組
等
を

制
作
し
普
及
啓
蒙
を
行
い
た
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
問
】
美
郷
米
の
商
品
価
値
と
生
産
者
の

収
益
を
向
上
さ
せ
る
た
め
ブ
ラ
ン
ド
化

は
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
美
郷
産
米
で
す
よ
と
い
う
Ｐ
Ｒ

を
し
っ
か
り
し
て
い
く
こ
と
が
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
が
る
。
農
家
さ
ん
に
一
円

で
も
高
く
収
入
が
あ
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
努
力
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
価
格
の
面
で
ど
う
売
っ

て
い
く
か
と
い
う
話
は
今
ま
で
真
剣
に

し
て
き
た
こ
と
は
な
い
。
町
だ
け
で
な

く
、
関
係
機
関
、
農
協
、
森
林
組
合
、

【
問
】
日
本
救
急
シ
ス
テ
ム
の
業
務
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
救
急
出
動
実
績
で
は
、
平
成
27

年
度
が
２
６
８
件
、
平
成
28
年
度
が

３
０
４
件
、
平
成
29
年
度
が
３
１
７
件

と
年
々
増
加
し
て
い
る
。
功
を
奏
し
た

症
例
と
し
て
は
、
窒
息
し
た
傷
病
者
を

救
命
し
意
識
回
復
し
た
事
例
な
ど
が
あ

る
。
ド
ク
ヘ
リ
の
要
請
件
数
も
年
々
増

加
し
て
お
り
、
今
年
度
16
件
と
な
っ
て

い
る
。

【
問
】
町
内
全
域
へ
の
出
動
状
況
に
つ
い

て
。

【
町
長
】
町
内
全
域
に
出
動
で
き
る
体
制

を
整
え
て
は
い
る
が
、
西
郷
山
三
ヶ
地

区
の
鳥
の
巣
地
区
、
中
区
全
域
、
上
区

全
域
に
お
い
て
は
、
諸
塚
村
よ
り
救
急

車
が
出
動
す
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

諸
塚
村
で
対
応
で
き
な
い
場
合
、
早
く

【
問
】
機
構
再
編
を
機
に
、
町
道
・
林
道

の
見
回
り
点
検
を
職
員
に
当
た
ら
す
べ

き
と
考
え
る
が
伺
う
。�

【
町
長
】
職
員
が
庁
外
に
出
て
い
く
、
そ

う
い
う
方
向
で
い
き
た
い
。

西
の
正
倉
院
・
百
済
の
館
の
通
年
開

館
に
つ
い
て

【
問
】
西
の
正
倉
院

が
オ
ー
プ
ン
し
た

平
成
８
年
度
の
入

館
者
数
は
６
１
，

６
３
５
人
だ
っ
た

が
、
平
成
28
年
度

は
３
，
９
５
３
人

と
い
う
現
状
で
あ

る
。
資
料
に
よ
る

と
入
館
者
数
が
一

桁
と
い
う
日
が
圧

倒
的
に
多
い
。
少

な
い
入
館
者
数
に

も
関
わ
ら
ず
通
年
、
３
６
５
日
開
館
し

て
い
る
。
せ
め
て
南
郷
温
泉
の
休
館
日

に
あ
わ
せ
て
２
つ
の
施
設
も
休
館
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

【
町
長
】
本
年
４
月
か
ら
温
泉
の
休
館
日

に
合
わ
せ
て
休
館
す
る
方
向
で
調
整
し

て
い
る
。
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

防災ヘリとの合同訓練の様子

森田　久寛  議員

日
本
救
急
シ
ス
テ
ム
㈱
の

業
務
委
託
に
つ
い
て

中嶋　奈良雄  議員

美
郷
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て

美郷町議会だより
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度
を
設
け
て
地
元
の
人
が
応
援
し
て
あ

げ
る
等
も
あ
る
。
又
、
外
国
人
労
働
者

を
迎
え
い
れ
も
ひ
と
つ
の
手
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
持
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

【
町
長
】
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る

の
は
中
山
間
地
が
か
か
え
る
問
題
で
あ

る
。
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
は
有
用
で

あ
り
、
県
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
。
田
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
は
、
有
名
人
に
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
も
ら
う
と
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。

　
担
い
手
、
後
継
者
を
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
の
中
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

【
問
】
町
内
で
耕
作
放
棄
、
遊
休
地
が
目

だ
っ
て
き
た
。
人
手
不
足
、
人
材
不
足

を
お
ぎ
な
う
た
め
に
農
業
を
生
き
が
い

と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
人
を
町
外
か

ら
募
集
す
る
と
か
、
田
の
オ
ー
ナ
ー
制

商
工
会
が
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
動
く
と
い
う
部
分
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化

の
考
え
方
を
入
れ
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

【
問
】
美
郷
北
学
園
小
学
校
校
舎
を
建
設

す
る
に
あ
た
り
、
移
設
前
提
で
撤
去
さ

れ
た
照
明
施
設
付
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

移
設
工
事
が
、
未
だ
完
了
し
て
い
な

い
。
早
急
に
完
成
す
べ
き
で
は
な
い
か

伺
う
。

【
教
育
長
】
夜
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明

に
つ
い
て
調
査
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
改
善
が
必
要
と

認
識
し
た
。

【
町
長
】
早
い
う
ち
に
照
明
工
事
を
し

て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
工
事
を
完
結
し

た
い
。

テニスコート片面のみの照明

山田　恭一郎  議員

美
郷
北
学
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
移
設
工
事
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
い
て川村　義幸  議員

美郷町議会だより

傍聴は先着順となります。また、傍聴席には限りがありますの
で、団体で傍聴される場合は、事前にご連絡ください。

定例会会期日程、一般質問通告一覧を町ホームページに掲載
(※定例会開会日の概ね１週間前)しておりますので、ご覧ください。

次の定例会は、

６月７日（金）開会予定です。

お問い合わせは議会事務局へ（電話66-3607）

３月定例会のようす。期間中の傍聴者は19名でした。

検索宮崎県美郷町

次回定例会のご案内

傍聴席へ
どうぞ !!



移住定住の
取り組みについて調査

～文教産業常任委員会視察～

１．調査日　平成31年２月14日（木）～15日（金）
２．調査場所　熊本県天草市

ポイント！
● 平成20年から移住政策に取り組み、10年間で

233世帯、469人が移住。
● 特に 60 歳未満の移住者が約７割で、20 ～

39 歳が最も多い。

● 空き家等情報バンク、定住促進奨励金などの
支援制度が充実。お試し滞在施設も活用。

● 起業創業資金支援事業により移住して起業す
る環境づくりも整備。

● ２名の移住・定住コーディネーター（地域お
こし協力隊）を配置し、充実した相談支援も
実施している。
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議会トピックス

　
こ
の
号
が
配
付
さ
れ
る
頃
は

新
し
い
元
号
が
公
表
さ
れ
、
役

場
組
織
も
新
し
い
体
制
で
動
き

出
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
の
企
画
・
編

集
が
少
し
変
わ
っ
た
こ
と
に
お

気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
提

案
を
受
け
て
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
編
集
で
、
手
に
と
っ
て

読
ん
で
み
た
く
な
る
「
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
議
会
活
動
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
紙
面
作

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

山
本
　
文
男

（
編
集
）

　
美
郷
町
議
会

　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
広
報
部
会   

部
会
長
…
…
園
田
　
義
彦

副
部
会
長
…
…
中
嶋
奈
良
雄

委
　
　
員
…
…
山
本
　
文
男

　
　
　
　
　
　
黒
田
　
仁
志

　
　
　
　
　
　
那
須
　
富
重

　 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

甲
斐
　
秀
徳

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

ICT活用
住民へ情報提供を！

～総務厚生常任委員会視察～

広報モニターに引き続き３名を委嘱

１．調査日　平成31年１月22日（火）～23日（水）
２．調査場所　福岡県福岡市（ICTセミナー福岡）

ポイント！
●宮崎県では日南市議会と五ヶ瀬町議会が導入
● 導入形態：議会先行が60％

執行部との連携導入が35％

● ペーパーレス化や業務の効率化、業務に関わ
る人件費、時間コスト等を考慮すると導入効
果は大きい。

● 導入にあたっては紛失時の対応や禁止事項を
定める使用規程などの整備も必要。

※美郷町議会では平成31年度に議会先行型で
　タブレットを導入します。

　昨年度に引き続き、広報モニター３名に留任いただき、委嘱状を交付しました。広報モニターの任期は来
年３月までです。モニターの方からの貴重な意見を反映し、住民の方により親しまれる議会だよりを目指し
ます。
甲斐　糸波 氏（南郷地区）／長友　一政 氏（西郷地区）／奥井　博貴 氏（北郷地区）

美郷町議会だより


